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新型電線プロテクタ

架空配電線路（6,600Ｖ）において樹木接触によ

る電線被覆の摩耗・損傷を防止するために，樹木

が接触している箇所および近い将来樹木の接触が

予想される箇所に電線防護管「電線プロテクタ

（東京電力株式会社殿仕様）」を布設している．

電線プロテクタは，絶縁電線を樹木の接触によ

る摩耗から防護する目的により，二層構造（外

層：耐摩耗層＝黒色，内層：摩耗検知層＝白色）

のポリエチレン製異型押出管となっている．

従来の電線プロテクタは耐摩耗層が硬質ポリエ

チレン製で，管同士の連結には別部品の連結用カ

バーを用いていたが，部品点数が多いことや柔軟

性に乏しいことなどから，コストと作業性に改善

の余地があった．

今回，大幅なコストダウンと作業性向上をはか

った新型の電線プロテクタを開発し，販売を開始

した（表1，図1）．

主な特徴は以下の通りである．

1．従来硬質だった外層のポリエチレンを，内層と

同じ中密度にして管に柔軟性を持たせたことに

より，電線の弛度に追従しやすくなった．

2．連結用カバーを管と一体化し，さらに全長を

50cm延長した．

3．機械的性能（耐摩耗性）のみを要求する耐摩耗

層に安価なリサイクルポリエチレンを用いるこ

とで，環境対策とコストダウンの両立を果たし

た．また，内外層にほぼ同等物性の材料を使用

することにより，電線プロテクタ自身のリサイ

クル性も大幅に高めた．

2002年6月から順次納入を開始しており，山岳部

の樹木伐採に費用がかかることや，一般民家の樹

木伐採拒否が多いことから，今後の需要が望まれ

る．

（配電事業部配電機器部　大西）

連結方式の改良 
リング状の凹凸嵌合方式であるため,
回転位置の微調整が不要． 

外層の耐摩耗性能は約26年相当． 
内層の耐電圧性能は， 
乾燥20,000V，散水後15,000V

全長3mとなり，連結回数が減っ
て作業効率が向上． 

挿入力の低減 
プロテクタの材質に中密度ポリエチレ
ンを用いているため全体的に軟らかく，
挿入に必要な力が軽減． 

布設後嵌合部が鉛直下向となるため，
万が一プロテクタが軟化しても嵌
合部が開くことがなく，落下の心
配がなくなった． 

凹凸のかみ合い構造により，
樹木の侵入を確実に防止． 

φD

管の断面図 

内層（摩耗検知層）：1.0mm

外層（耐摩耗層）：1.2mm

管と接続カバーの一体化 
管に連結用の接続カバーを一体化した
ことにより、接続カバー取付作業がな
くなり、作業時間が大幅短縮． 

表１ 仕　　様

種　別 適用電線外径 φD 全　長 肉　厚

小 12mm以下 20mm 2.2mm

中 12～20mm 28mm 3,000mm 内層1.0mm

大 20～28mm 34mm 外層1.2mm

直線用 直線スリーブ箇所 51mm 1,500mm
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